
り
ん
ご
の
町
の
秘
密
基
地
？
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　水本地区で放牧によって育てられているブランド豚「あっ
ぷるニュー豚」を取り入れた給食が 11月 25 日、あさひ保育
園で提供されました。餌に町内産のりんごが使われ、肉質の
柔らかさと脂身の甘さ、臭みの少なさなどを特徴とするあっ
ぷるニュー豚。販売を手がける「森のだんらん共同販売」が
商品のＰＲのため提供したもので、園児たちは味噌漬けされ
たロース肉をおいしそうにほおばっていました。

　椹平の棚田の「収穫感謝祭」が 12 月6日、能中公民館で行
われ、約 70 人がつきたての餅で収穫の喜びに浸るとともに、１
年間の労を互いにねぎらいました。今年は椹平をはじめ、全国
の棚田米を販売する米穀店「株式会社成川米穀（川崎市）」の
成川亮治社長が講演。棚田米のキーワードとして「希少性」「物
語性」「社会性」「安全性」の 4 つを挙げるとともに首都圏での
認知度や販売状況を説明し、小売店側からの魅力を伝えました。

11

12

25

６

あさひ保育園の園児に地元食材をＰＲ

つきたての餅で一年間の労を互いにねぎらう

　朝日町史を教材に、町の歴史や文化を学ぶ「朝日町ふる
さと歴史教室」が 10 月９日から５回シリーズで開催されま
した。４年目になる今年は「明治以降の朝日町」がテーマで、
町史の執筆者が講師。毎回約 20 人が参加し、「明治維新と
文明開化」や「産業や教育の発展」など国内の主要な動向
を町の歴史と照らし合わせながら学び、郷土の理解を深め
ました。

11
29

「明治以降の朝日町」がテーマ

ふるさと歴史教室

あっぷるニュー豚給食

椹平の棚田収穫感謝祭

　地産地消・安心安全な町の学校給食を知って
もらおうと「朝日町給食フェア」が 11月 22 日、
開発センターホールで開催され、約 100 人がお
いしい学校給食を楽しみました。
　朝日町産業まつり内で開催されたこのイベント
は、町に勤務する調理師や用務員などの現業職
員が中心となって企画されたもの。平成 20 年以
来６年ぶりの開催となります。
　用意された献立は「清流美人」のむき豆ご飯、
ダチョウのハンバーグ、菊の花入りコールスロー
サラダ、野菜たっぷりのすいとん汁、それからデ
ザートのりんごまで材料はほとんどが朝日町産。
宮宿小学校の調理室で調理され、あたたかいうち
に会場に届けられました。味も大変好評で、「こ
んなにおいしい給食が毎日食べられるなんて小学
生がうらやましい」という声が聞こえるほど。作
り手の顔が見える安心でおいしい給食に感謝しな
がら、会場は笑顔であふれていました。

11
22

「町のおいしい給食を味わって！」

朝日町給食フェア

　「今年はここ 10 年で一番の出来！」。
　9 月以降、天候、気温の寒暖差に恵まれ、今
年のふじは各メディアの取材にも自信を持って
言えるほど、糖度・硬度・酸味がバランスよく、
蜜入りもたっぷりと仕上がっています。
　そんなふじりんごをはじめとした町内の物産
品を広くＰＲする「りんごキャンペーン」が 11
月 18 日・19 日に仙台市の勾当台公園、26 日・
27 日に山形市の山形銀行本店前などで行われ
ました。本キャンペーンも今年で19回目。山形、
仙台双方で定着し、「常連」のお客さまもお見
えになるようになり、「今年も待っていたのよ」
と箱ごと買い求める方も多く見られました。
　4 日間でお買い求めいただいたりんごは、過
去最高に並ぶ約 5 トン。今年もまた町内産りん
ごのファンを着実に増やしています。

11
18〜

10
9〜

最高の出来にファンも大喜び

りんごキャンペーン

　「あさひまち図書館まつり2014」の第１弾として、11月29日、
クリスマスリースづくりが開かれました。
　身近にある自然素材を使ったリースはとても好評で、講座は
毎年大人気。講師は安藤美智子さん（松原）が務め、今回は
27 人が参加しました。土台となるアケビのつるにドライフラ
ワーや松の実を熱心につけていく参加者たち。完成後の個性溢
れるリースは図書館に飾られ、クリスマスムードを演出しました。

11
29

あさひまち図書館まつり 2014 第 1 弾企画

クリスマスリースづくり

▲山形銀行本店前で行
われたキャンペーン。
一袋 500 円のりんご
が飛ぶように売れた

▶店 内には 11 月 26
日から 12 月 3 日まで
の間、町の魅力を紹介
する展示コーナーを設
置。初日は記念のテー
プカットが行われた

▲大勢のお客さまでにぎわう会場。
「懐かしい」「小学生がうらやましい」
といった感想が寄せられていた

▲完成後のリース
は図書館に飾られ、
クリスマスムード
を演出した

▲実際に用意された給食
◀配膳も学校給食と同様の方法で
行われた
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桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。
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こ
ん
に
ち
は
。
七
ヶ
浜
町
復
興

推
進
課
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

佐
竹
佑
斗
で
す
。
今
回
は
七
ヶ
浜

国
際
村
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
七
ヶ
浜
町
で
は
、
明
治
時
代
に

外
国
人
避
暑
地
が
作
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
外
国
と
の
交
流
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成

２
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
に

あ
る
「
プ
リ
マ
ス
」
と
姉
妹
都
市

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
七
ヶ
浜
国
際
村
は
そ
ん
な
歴
史

背
景
か
ら
、
地
域
の
国
際
化
の
拠

点
、
文
化
の
発
信
地
と
し
て
平
成

５
年
に
作
ら
れ
た
施
設
で
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
に

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災

後
は
「
文
化
芸
術
を
通
し
て
被
災

さ
れ
た
方
の
心
を
癒
す
」「
３
・
11

を
風
化
さ
せ
ず
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
続
け
る
」
こ
と
を
新
た
な
役

割
に
加
え
、
心
に
訴
え
か
け
る
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が

七
ヶ
浜
国
際
村
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
カ
ン
パ
ニ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
グ

ル
ー
プ
「N

aN
a5931

（
な
な
ご

う
き
ゅ
う
さ
ん
い
ち
）」
の
活
躍
。

先
日
の
朝
日
町
公
演
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
11
月
下
旬
に
は
新
作
「
た
ゆ
た

と
う
の
不
思
議
」
が
上
演
さ
れ
、「
震

災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
が
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
頑
張
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
流
が
深
ま
る
朝
日
町
と
七
ヶ

浜
町
。
再
び
朝
日
町
公
演
が
行
わ

れ
る
際
に
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

派遣職員佐竹主事の

「七ヶ浜通信」
その④

がんばった人に
拍手

国
際
村
の

す
ば
ら
し
い

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「国際村」で上演されるミュージカル

◆
県
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
／
10
月
18
日
）

【
団
体
戦
】

１
位　
剣
道
女
子

【
個
人
戦
】	

１
位   

剣
道
女
子　
岩
澤 

芽
衣

１
位  

柔
道
女
子
44
キ
ロ
級  

朽
木  

叶

３
位  

柔
道
女
子
63
キ
ロ
級 

佐
藤
和
夏
子

◆
県
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会

（
統
一
大
会
／
11
月
15
日
）

【
団
体
戦
】

３
位　
剣
道
女
子

【
個
人
戦
】	

１
位   

剣
道
女
子　
岩
澤 

芽
衣

１
位 

柔
道
女
子
44
キ
ロ
級  

朽
木　
叶

◆
県
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

【
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

西
五
百
川
小
６
年　
阿
部
愛
実

【
入
選
】		

大
谷
小
６
年　
長
岡
結
衣

大
谷
小
６
年　
堀　
愛
姫

【
寒
河
江
協
議
会
奨
励
賞
】

宮
宿
小
６
年   
渡
辺
り
り
か

西
五
百
川
小
５
年　
鈴
木
陽
也

◆
県
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

【
寒
河
江
協
議
会
奨
励
賞
】

朝
日
中
３
年　
齋
藤
玲
奈

◆
中
学
生 

税
に
つ
い
て
の
作
文
大
会

【
寒
河
江
税
務
署
長
賞
】

朝
日
中
３
年　
鈴
木
百
音

【
朝
日
商
工
会
長
賞
】

朝
日
中
３
年　
峯
田
沙
羅

【
東
北
税
理
士
会
寒
河
江
支
部
長
賞
】

朝
日
中
３
年　
白
田
侑
己

◆
第
56
回 

県
こ
ど
も
絵
画
展

【
入
選
】		

西
五
百
川
小
１
年　
阿
部
悠
太

西
五
百
川
小
２
年　
佐
藤
瑠
郁  

西
五
百
川
小
３
年　
阿
部
大
翔

宮
宿
小
２
年　
佐
竹
紫
音

宮
宿
小
６
年　
近
衛
美
空

大
谷
小
２
年　
渡
辺　
優

大
谷
小
６
年　
遠
藤
美
翔

◆
寒
河
江
青
年
会
議
所 

児
童
文
化
賞

【
理
事
長
賞
】

朝
日
中
生
徒
会
（
女
川
へ
の
復
興
支
援
）

【
奨
励
賞
】

・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　
「
き
ら
り
」

・
大
谷
小
学
校
（
風
神
祭
）

・
宮
宿
小
学
校
（
和
合
太
鼓
保
存
会
）

・
西
五
百
川
小
６
年
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
西
五
百
川
小
学
校
（
角
田
流
八
ツ
沼   

　

獅
子
踊
り
保
存
会
）

◆
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
審
査
）

【
小
学
生
の
部　
入
選
】

西
五
百
川
小
５
年　
白
川  

茂
果

【
高
校
生
の
部　
特
選
】

県
立
左
沢
高
校
３
年　
白
田
和
希

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

文
化
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
結
果

　

朝
日
町
に
来
て
早
８
カ
月
。
季
節

は
ま
も
な
く
本
格
的
な
冬
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

春
、
朝
日
町
に
来
て
最
初
の
作
業

が
り
ん
ご
の
枝
拾
い
で
し
た
。
そ
れ
以

来
、
り
ん
ご
の
花
摘
み
、
摘
果
、
葉

摘
み
、
木
の
根
元
の
草
刈
り
、
収
穫

と
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
り
ん
ご
狩
り

を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
収

穫
ま
で
の
作
業
は
全
く
知
ら
な
か
っ

た
自
分
。
専
門
的
な
こ
と
か
ら
脚
立

の
掛
け
方
な
ど
ま
で
、
何
も
わ
か
ら

な
い
私
に
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

大
沼
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
自
分
は
、
人
生
の
中
で
一
番

り
ん
ご
を
食
べ
て
い
ま
す
。
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
が
る
か
ら
始
ま
り
、
昴

林
、
秋
陽
、シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
、
北
斗
、

王
林
、
ふ
じ
…
。
種
類
に
よ
っ
て
こ
ん

な
に
も
食
感
や
酸
味
、
甘
味
が
違
う

ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
町
に
来
る
前
に

食
べ
て
い
た
り
ん
ご
と
比
べ
る
と
、
味

の
違
い
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
す
。

町
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の

味
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に

と
っ
て
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
お
い

し
さ
で
す
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
「
と
っ
と
こ

（
鳥
）
が
狙
っ
た
や
つ
は
う
ま
い
や
つ

だ
」
と
言
い
ま
す
。「
本
当
か
な
」
と

思
い
、
カ
ラ
ス
な
ど
が
突
い
た
反
対
側

を
食
べ
て
み
る
と
、
蜜
が
た
っ
ぷ
り
。

そ
の
通
り
で
し
た
。
と
っ
と
こ
も
朝
日

町
の
り
ん
ご
が
一
番
お
い
し
い
と
わ
か

る
ん
で
す
ね
。

　
「
り
ん
ご
一
日
一
個
、
医
者
い
ら
ず
」

―
―
。
り
ん
ご
を
食
べ
な
が
ら
こ
の

言
葉
を
実
感
し
て
い
る
日
々
で
す
。

「人も“とっとこ”もおいしい、朝日町のりんご」
朝日町協力隊員　堀 口  隆 生 （京都府出身）

「
パ
レ
ー
ト
の
誤
算
」柚

月 

裕
子 

著    

　
市
役
所
で
生
活
保
護
受
給
者
の
ケ

ア
の
担
当
に
な
っ
た
聡
美
。
不
安
を

抱
く
彼
女
を
励
ま
し
て
く
れ
た
先
輩

の
山
川
が
殺
さ
れ
た
。
優
秀
な
先
輩

の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
が
見
え
て
き
た
と

き
、
新
た
な
惨
劇
が
…
。
社
会
派
サ

ス
ペ
ン
ス
。
著
者
は
山
形
市
在
住
。

　
史
上
最
年
少
の
17
歳
で
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ

ザ
イ
。
彼
女
に
勇
気
を
も
ら
っ
た
世
界

中
の
女
の
子
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
つ
づ
っ
た
写
真
絵
本
。
巻
末
で
は
、

マ
ラ
ラ
が
国
連
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
内
容

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

▼
怪
し
い
店
／
有
栖
川
有
栖　
▼
死

に
支
度
／
瀬
戸
内
寂
聴　
▼
女
王
／

連
城
三
紀
彦　
▼
親
鸞　
完
結
篇　

上
・
下
／
五
木
寛
之　
▼
冥
の
水
底
／

朱
川
湊
人　
▼
サ
ラ
バ
！　
上
・
下
／

西
加
奈
子　
▼
少
女
霊
異
記
／
高
樹

の
ぶ
子　
▼
売
国
／
真
山
仁　
▼
３

時
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
／
柚
木
麻
子　
▼

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
／
有
川
浩　
▼
大
原
御

幸
／
林
真
理
子　
▼
出
版
禁
止
／
長

江
俊
和　
▼
水
や
り
は
い
つ
も
深
夜
だ

け
ど
／
窪
美
澄　
▼
私
の
命
は
あ
な

た
の
命
よ
り
軽
い
／
近
藤
史
恵　
▼

認
知
の
母
に
キ
ッ
ス
さ
れ
／
ね
じ
め
正

一▼
陰
陽
師　
螢
火
ノ
巻
／
夢
枕
獏　

▼
実
家
の
片
づ
け
活
か
し
方
／
日
経

ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー　
▼
大
人
の
た
め

の
読
書
の
全
技
術
／
齋
藤
孝　
▼
年

収
３
０
０
万
円
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納

税
／
森
永
卓
郎　
▼
殉
愛
／
百
田
尚

樹　
▼
つ
ち
く
れ
さ
ん
／
仁
木
英
之

▼
ト
ク
す
る
相
続
＆
か
し
こ
い
贈
与

２
０
１
５　
▼
ア
ル
タ
ッ
ド
に
捧
ぐ
／

金
子
薫　
▼
死
に
た
く
な
っ
た
ら
電
話

し
て
／
李
龍
徳　
▼
決
戦
！
関
ヶ
原

／
伊
東
潤　
▼
鳩
の
撃
退
法　

上
・

下
／
佐
藤
正
午　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】
「もっと楽しく！クリスマス＆お正月」

11 月下旬、ふじを収穫しました

「マララさんこんにちは
～世界でいちばん勇敢な少女へ～」
ローズマリー・マカーニ　文／西田 桂子 訳
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ブランド化に取り組む市町村は、朝日町以外にもたくさんあります。

もちろん企業・お店という単位ならその数はさらに多く、生き残りをかけ皆一所懸命です。

が、統計上、改革のために立ち上げるプロジェクトの８割以上はうまくいかないもの。

中でも“ブランド化”に関するプロジェクトは、言葉自体の難しさもあり、難易度はアップします。

それを２年間で何とかしようという朝日町。普通に考えたら、これはとてつもない挑戦です。

そこで今日お伝えしたいのが、ブランド化の成功率を高める、ちょっとした意識の持ち方です。

それを私は「ラスト１０％のツメ」と呼んでいます。

どこの市町村・会社・お店でも、ブランド化の取り組み時に９割くらいまでは突きつめられます。

でも、明暗を分けるのは「最後の最後の残り１０％くらいの突きつめ方」なんです。

そのツメやこだわりのようなものの度合いが甘いと、ブランド化は中途半端に終わります。

ブランドといわれる会社やお店は、１０人にひとりしか気がつかないようなことにも一所懸命。

その愚直なまでの「お客さまに喜んで頂こう」という姿勢が、その会社をブランドにするのです。

印刷物、接客・おもてなし、電話応対、駐車場のあり方、ＨＰの分かりやすさ等々…

「ラスト１０％のツメ」を発揮できるところは、会社・お店・町としていたるところにあります。

合言葉は「ラスト１０％のツメ」。浸透すれば、ブランド化の推進は格段に進みます。

　会社や商店、飲食店や農家の皆さん、ブランド化で売り上げ
や利益アップを目指しませんか。村尾氏が役場政策推進課内で
各種ご相談をお受けします。相談料はもちろん無料で何度でも
ＯＫ。事前予約は不要ですが、日時を指定したい場合はあらかじ
め申込みください。この先２カ月の開催は右の通りです。

▶申込み・問合せ先　政策推進課　☎６７－２１１２

ブランドづくり相談会

第８回

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

会社やお店、農家等のための

農家や商店などいろいろな職種、業種の方々がブ
ランド化に取り組んでいます。（船橋商店さんにて）

　
12
月
に
入
り
、
寒
さ
も
厳
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
家
の
中

で
も
、
脱
衣
室
や
浴
室
の
寒
さ

は
こ
た
え
ま
す
。
工
夫
し
て
室

内
を
暖
め
、
快
適
に
過
ご
し
た

い
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
今
回
は
が
ん
検
診
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
検

診
は
お
済
み
で
す
か
。

　

検
診
結
果
が
届
く
と
、「
要

精
検
」
と
判
定
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、「
病
気
の
疑
い
が
あ
る
た
め
、

詳
し
い
検
査
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
平
成
25
年
度
、
胃
が
ん
検
診

で
「
要
精
検
」
と
判
定
さ
れ
た

方
の
割
合
は
全
体
の
約
１
割
で

し
た
が
、
そ
の
う
ち
医
療
機
関

を
受
診
し
た
方
（
精
検
受
診
率
）

は
、
残
念
な
が
ら
67
・
８
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

県
の
85
・
５
％
を
大
き
く
下
回

り
、
こ
こ
３
年
間
で
は
低
下
の

傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
前
に
も
要
精
検
だ
っ
た
け

ど
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
」「
体
調

が
悪
く
な
い
か
ら
」
と
思
っ
て

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

早
期
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
く
、
早
期
発
見
に

は
が
ん
検
診
が
有
効
で
す
。「
要

精
検
」
の
場
合
は
、
必
ず
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
受
診
率
を
年
代
別
で

比
較
す
る
と
、
40
歳
～
50
歳

代
の
働
き
盛
り
が
低
い
状
況
で

す
。
仕
事
、
子
育
て
、
介
護
な

ど
忙
し
い
年
代
こ
そ
、
自
分
自

身
の
健
康
が
家
族
の
生
活
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
家

族
の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
健
康

管
理
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　
☎
67-

２
１
１
６

今月の担当… 木村 朋恵 主任（保健師）

「胃がん検診の精検受診率が67.8％」

働き盛りこそ早期発見・治療を

朝日町中心部を見下ろす高台に建つ木造3階建校舎で、明治15年（1882）
に三餘（さんよ）学校として建築され、平成 8 年まで分校の校舎として
使われていました。白漆喰（しっくい）の壁に丸窓や木瓜（もっこう）型
窓を配した姿が特徴的で、学校建築はもとより明治初期の建築としても
珍しいもので、とても貴重な建築物です。

旧西五百川小学校三中分校（八ツ沼）第7回

（建造物／平成25年指定）県指定有形文化財

朝
日
町

探訪化財文
あさひまちおたからたんぼう

「１０人に１人しか
　　気づかないこと」にも

一所懸命

◆ブランドづくり相談会
１月７日（水）、２月５日（木）、２月９日（月）

（※いずれも午後のみ）
◆ブランド大学開講日
１月８日（木）、１月23日（金）、2 月10日（火）
◆ザ・タウンミーティング
2 月 5 日（木）

1月～2月にかけての主な予定

胃がん検診の精検受診率の推移

この分校には、三中地区の 1・2 年生が通っていたんだ。
教室は 1年生が 2 階、2 年生が 3 階。分校の象徴の丸窓
は 3 階にしかなくて、1年生は早く 2 年生になりたかった
んだって。最上川や宮宿地区を見下ろす 3 階からの眺望は
最高。その気分は八ツ沼城主になったような感じかな…。

気分は八ツ沼城主。丸窓からの眺めは最高だよ。
ウサヒの眼

第８回
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11月１日～ 11月 30 日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

常　盤　　阿　部　珀
はく

　龍
と

　　男　　幸司・瑠美
助ノ巻　　阿　部　初

うい
　香

か
　　女　　尚貴・直美

Births

人口と世帯数Population
●平成２6年 １１月３0日   現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，５７６ 人 (－１９)
　　　男 ３，７４５ 人 (－   ６)

　　女 ３，８３１ 人 (－ 1３)
　世帯数 ２，５０５ 世帯 (＋   ３)

------ １１月中の異動 ------
出生 　  ２人   転入  　3人
死亡　   ８人   転出 　１6人

※（　）内は先月比

区　名 死亡者氏名

太郎一　　　齊　藤　きくよ　　　正　明
本　町　　　鈴　木　幸　一　　　長太郎
ふれあい荘　　　　　鈴　木　きぬ江　　　本　人
助ノ巻　　　鈴　木　貞　藏　　　俊　昭
本　町　　　布　施　ゑ　の　　　たまゑ
大谷二　　　白　田　裕　子　　　裕　樹
助ノ巻　　　布　施　は　子　　　雅　信
大谷二　　　渡　邉　はる子　　　勝　美

やすらかにObituaries
世帯主名

掲載を希望しない場合は

届け出の際にお申し付けください

長 岡　　遼
（東根市）

阿 部 愛 美
（西　原）

阿 部　　駿
（常　盤）

小父内 莉麻
（米沢市）

渡 辺 基 史
（四ノ沢）

髙 橋 笑 子
（天童市）

おしあわせにMarriages

みなさんからのおたよりなどでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

民
の
声
」
は
、
無
記
名
で

も
回
答
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
名
前
を
出
し
て
言

う
意
見
は
本
音
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
無
記
名
で
も
本
音
を

言
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
町
の
た
め

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
創
遊
館
や

役
場
に
掲
示
し
て
多
く
の
皆
さ
ん

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。【

無
記
名
】

内
容
を
受
け
、
町
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を

集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。「
町
民
の
声
」

の
ハ
ガ
キ
の
ほ
か
、「
町
長
と
語
ろ

う
」
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
を
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
町
の
対
応
も

明
ら
か
に
し
ま
す
。
現
在
は
詳
細

を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
、
１
月

中
の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
町
民
の
声
」
と
し
て

い
た
だ
く
ご
意
見
は
、
無
記
名
で

も
で
き
る
限
り
本
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
し
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
投
稿
内
容
に
よ
っ
て

は
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。特
定
の
人
物
の
誹
謗
中
傷
や
、

投
稿
者
に
確
認
し
な
い
と
詳
し
い

事
実
関
係
が
わ
か
ら
な
い
も
の
も

あ
る
た
め
で
す
。
確
実
な
回
答
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
ぜ
ひ
記
名
で

の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
政
策
推
進
課
】

「
町本 「

町
民
の
声
」
は
、
無
記
名
で
も

回
答
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

町
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
と
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を

ま
と
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
、
１
月
中
に
新
設
し
ま
す
。

　

大根あらわる！
　右は遠藤昭三さん（栗木沢）
の畑でとれたもの。「太い手足
はまるで力士のよう…」。ペン
でまわしを描くと、その姿は力強い四股を踏みそうなた

たずまい。自ら営むそば店の人気
者となり、しばらくの間、お客さま
を楽しませました。
　一方、左は阿部総一（宇津野）
さんの畑でとれた大根。枝分かれ
した部分がきれいにらせん状に巻
きついていました。どちらもお見
事な出来栄えです！

な

りんごと一緒に
おすそ分け袋を贈りませんか

　腕にりんごを抱えて走るアメリカンフットボールのプレーヤー。その
下には「山形県朝日町からあなたへ、このりんごを贈ります」とのメッ
セージ…。町ブランディングプロジェクトでは今年、りんごのプレゼン
トを想定したスタンプを準備しました。
　毎年 12 月、朝日町ではたくさんの人が親戚や友人にりんごを贈りま
すが、そのりんごはおすそ分けされることも多いと思います。これを想
定し、あらかじめおすそ分け袋を用
意してりんごを贈りませんか？
　市販の無地の紙袋にこのス
タンプを押せば素敵な袋の出
来上がり。スタンプは 2 種類
で、インクは赤、青、緑、オ
レンジの 4 種類。政策推進
課に用意していますので
ぜひご利用ください。

び
っ
く
り
！



　
町
立
図
書
館
で
毎
月
第
２
土

曜
日
に
「
お
は
な
し
会
」
を
開

い
て
い
る
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク

ル「
お
は
な
し
会 

ぶ
な
の
実（
登

坂
ひ
か
る
代
表
）」
が
今
年
発

足
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
、
宮
宿
公
民
館

で
産
声
を
上
げ
、
開
発
セ
ン

タ
ー
か
ら
現
在
の
町
立
図
書
館

へ
、
時
代
と
と
も
に
活
動
の
場

を
移
し
て
き
た
同
会
。
内
容
も

読
み
聞
か
せ
中
心
か
ら
人
形

劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
影
絵

な
ど
も
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な

り
、
多
様
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
40
年
と
い
う
の
は
県
内
で

も
一
番
く
ら
い
の
活
動
歴
で
す

が
、
私
た
ち
の
会
の
特
徴
は
若

い
メ
ン
バ
ー
が
継
続
的
に
入
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
」

―
―
。
会
員
歴
26
年
の
登
坂

会
長
は
こ
う
話
し
ま
す
。
そ
の

理
由
は
「
無
理
を
せ
ず
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
も
う
と

い
う
考
え
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
か
ら
」
と
の
こ
と
で
、
現
在

は
11
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
一
番
の
思
い
出
は
平

成
15
年
の
国
民
文
化
祭
か
な

…
」
と
登
坂
会
長
。
ぶ
な
の

実
メ
ン
バ
ー
も
多
数
参
加
し

て
結
成
さ
れ
た
劇
団
「
は
な

ま
る
」の
人
形
劇「
浮
島
物
語
」

は
、
創
遊
館
ホ
ー
ル
に
入
り

き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
客
さ
ま
を

集
め
、
多
く
の
感
動
を
与
え

ま
し
た
。「
苦
労
も
し
た
け
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
喜
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
県
内

外
の
団
体
と
多
く
の
つ
な
が
り

が
で
き
ま
し
た
か
ら
…
」。
12

月
６
日
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど

も
の
つ
ど
い
」で
共
演
し
た「
人

形
劇
団
あ
・
い
（
東
根
市
）」

も
、
こ
の
と
き
に
生
ま
れ
た
縁

が
き
っ
か
け
で
交
流
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
30
年
前
に
作
ら
れ

た
人
形
を
リ
メ
イ
ク
し
た
「
三

枚
の
お
札
」
を
上
演
。
11
月

下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け

て
は
、
こ
れ
ま
で
制
作
し
た
人

形
な
ど
を
創
遊
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
展
示
し
、
40
年
の
歩
み
を
振

り
返
り
ま
し
た
。「
先
輩
方
の

想
い
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
歴

史
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
お
は
な
し
の
『
ぶ
な

の
実
』
を
ま
き
続
け
、
町
の
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
い
思
い
出
を

作
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」。

ぶ
な
の
実
の
皆
さ
ん
の
活
動
は

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

　
町
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
ブ
ラ
ン

ド
化
。
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
「
変
わ
り

た
い
」「
成
長
し
た
い
」
と
動
き
始
め
た
お

店
や
個
人
を
特
集
で
紹
介
し
ま
し
た
。「
千

里
の
道
も
一
歩
か
ら
」
の
こ
と
わ
ざ
通
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
も
小
さ
な
努
力
や
変
化
の
積

み
重
ね
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
、

町
は
赤
白
ボ
ー
ダ
ー
柄
を
様
々
な
部
分
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
赤
白
ボ
ー
ダ
ー
＝

朝
日
町
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
と
、

「
視
認
性
」
の
高
さ
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
が
目

的
で
、
ハ
ッ
ピ
は
特
に
好
評
で
す
。

　
こ
の
「
視
認
性
」
で
、
先
日
肝
を
冷
や

す
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
11
月
23
日
、

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
ホ
ー
ム
最
終
戦
を

観
戦
し
ま
し
た
が
、
当
日
着
て
い
た
防
寒

着
は
緑
色
。
運
悪
く
対
戦
相
手
の
東
京

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
し
た
。

　

青
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
で

は
抜
群
の
視
認
性
。
周
囲
の
視
線
に
動
揺

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
会
っ
た
知
人

が
予
備
の
防
寒
着
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
季
は
４
年
ぶ
り
の
Ｊ
１
。
楽
し
み
で

す
ね
。
当
然
、
対
戦
相
手
を
考
え
た
服
装

で
観
戦
し
ま
す
。　
　
　
　

 

佐
久
間　
淳

春夏秋冬
編集後記

「視認性は重要」
モンテディオ山形
ホーム最終戦にて

  

お
は
な
し
会 

ぶ
な
の
実

発
足
40
周
年

～
創
遊
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
の
つ
ど
い
、
回
顧
展
～

1. 12 月 6 日、クリスマス子どものつどいで共演した「人形劇団あ・い」の皆さんと記念撮影  2. クリスマス子どものつどいでは、桃色ウサヒと
一緒に人気アニメのダンスを披露  3. このほどリメイクし、創遊館ギャラリーに展示した「三枚のお札」の人形

登坂ひかる会長（八ツ沼）
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